
パ
パ
ト

・
平

川
共
訳

英

訳
善
見
律
毘
婆
沙
 
(
佐

藤
)

パ
パ

ト

・
平

川

共

訳

英
訳

善

見

律

毘

婆

沙

佐

藤

密

雄

本
書
は
緒
言
に
よ
る

と
、

パ
パ
ト
教
授
が
サ

ン
チ

ニ
ケ
ー
タ

ン
で
C
h
e
e
n
a
b
h
a
v
a
n
 

の
同

僚

と
漢

訳

善
見
律
毘
婆
沙

を
読
み
、

一
九
四
五
-

八
年

で
第

一

回
を
終
り
、
一
九

四
九
年

に
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
o
f
 
C
e
y
l
-

o
n
 
R
e
v
i
e
w
 

か
ら
漢

巴
善
見
律

毘
婆
沙

の
比
較

研

究

を
出
版

し
た
。

そ
の
後
、

一
九

六
四
に
本
書

の
草

稿

を
ま
と
め
た

と
さ
れ
る
。

そ
の
間
デ
リ
ー
大
学
在

職
中

(
一
九
五
七
-

六
〇
)

の
中
断

は
あ

つ
た
が
、

一
九
六
四
年
に
草
稿
を
括

め
た
。

一
九
六
二
年
に
は

東
京
大
学

を
訪

れ
平
川
彰
教

授

に
助

力

を

求

め

た

が
、
同
教
授

は

一
九
六
六
年

に
プ

ー
ナ
に
滞
在
し
て

四
ヶ
月
間
協
力

を
な
し

て
完
成
に
至

つ
た
。

出
版

は

B
h
a
n
d
a
r
k
a
r
 
O
r
i
e
n
t
a
l
 
R
e
s
e
a
r
c
h
 
I
n
s
t
i
t
u
t
e
,
 

p
o
o
n
a
,
 
 
1
9
7
0
.
 
 

で
あ
る
が
、

日
本
霊
友
会
教
団

の
助

成
に
依
る
も

の
で
、

そ
の

こ
と
に

つ
い
て
著
者

は
平

川
彰

・
渡
辺
照
宏

・
久
保
継
成

の
諸
氏
に
謝
意

を
表

し
て
い
る
。

善
見
律
毘
婆
沙
 
(
巴
 
s
a
m
a
n
t
a
p
a
s
a
d
i
k
a
 

一
切

善
見
、

以
下
善
見
律

と
記

す
)
 は
 
B
u
d
d
h
a
g
o
s
a
 

の

巴
利
律

の
註
、
S
a
m
a
n
t
a
p
a
s
a
d
i
k
a
 

の
漢

訳

で

あ

る
。
貞

元
録
 
(
大
正
五
五

・
八
三
三
)
 に
よ
る
と
、

僧
伽
蹟
陀
羅

が
沙
門
僧
緯

と
共
に
、
斉

の
永
明
六
年

(
四
八
八
)
 に
広
州
竹
林

寺
に
於

て
訳
を
始
め
翌
年

に
訳
了
し
て

い
る
。

三
蔵
法
師
が
舶
来
し
て
弟

子

の

僧

伽
蹟
陀
羅

に
授

け

て
去

つ
た
と
さ
れ
、

三
蔵

の
名

は
伝

え
ら
れ
て
な

い
。
こ
の
こ
と
が
、

三
蔵

と
は
著

者
B
u
d
d
h
a
g
o
s
a
 

で
は
な
か
つ
た
か
と
の
想

像

説

を
生

む
こ
と
に
も
な
る
。

ま
た
貞
元
録

に
よ
る
と
、

本
書

に
は
律
蔵
結
集

以
来
、

毎
年
自
恣
毎

に
下
点

し

た
衆
聖
黙
記

が
付

し
て
あ

つ
て
、
永
明

七
年

で
九
百

十
七
点
に
な

つ
た

と
さ
れ
る
。

こ
れ
が
曾

て
の
仏
滅

年
代
論

の

一
典
拠

と
さ
れ
た

こ
と
も
あ

つ
た
。

訳
者
が
本
訳

に
用

い
た
底
本
は

一
九

二
三
年

に
革

命

中
国

の
天
和
寺

で
出
版
さ
れ
た
漢
訳
本

で
、
大
正

大

蔵
本

(
T
)

が
参
照

さ
れ
、

巴
利

原

文

は
P
T
S

本
、

セ
イ

ロ
ン
文
字
版
本

(
S
)
、
イ
ン
ド
版

の
デ

ー

プ

ナ
ー
ガ
リ
ー
本

(
N
)
及

び

コ
サ

ン
ビ
ー
本

(
K
)

が
比
較
参
照

さ
れ
て
い
る
。

訳
文
の
欄
外

に
は
N
本

T
本

の
頁

や
行
数

が
記
さ
れ
て
い
て
、
直

ち
に
訳
文

と
比
較
参
照

が
出
来

る

し
、
各

巻

の
初

め

に

は
、

T

・
P
T
S

・
S

・
N

・
T
各
本

の
所
在
頁
数
が
あ

る
。

ま
た
訳
文
も

一
項
毎

に
序
数
が
付
し

て
あ
り
、

漢

訳
を
読
む
よ
り
は
便
利

で
あ

る
。
戒

に

つ
い
て
は

漢

訳

の
順
序
が
巴
利
文

と
前
后
す
る
場
合

は
両
者

の

序
数

が
入

つ
て
い
て
、

た
と
え
ば
、
漢
訳

が
第
十

に

置

い
て

い
て
も
巴
利
原
文
は
第
十
三
で
あ
る
こ
と
も

明

示
し
て
あ
つ
て
、
所
釈

の
戒

の
巴
利
律
蔵
中

の
所

在

を
知

る
に
も
便
利

で
あ
る
。

ま
た
漢
訳

は
巻
別

だ

け

で
あ
る
が
、
本
訳
所
釈

の
項
目
別

の
目
録
や
各
頁

毎

の
上
欄

の
表
示

が
あ

つ
て
、
問
題
別

に
善
見
律

の

説

を
知

る
に
も
都
合
良

く

出
来

て

い

る
。
本

訳

は

2
0×
2
5の
大
版
で
あ
る
が
六
二
頁

の
研
究
序
説
が
あ

る
。

パ
パ
ト
教
授
は
訳
出
前

に
漢
巴

の
比
較
研
究
を

な

し
た

と
て
さ
れ

い
る
し
、

上
述

の
如
く
に
永
年

の

研
究

の
成
果
で
あ
り
、
協
力
者

の
平
川
彰
教
授
は
既

に
内
外
学
界
に
知

ら
れ
る
律
蔵

の
達
識
で
あ
る
。

こ

の
序
説

は
長
井
真

琴
博
士
以
来

の
漢
訳
善
見
律

に
関
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す
る
半
世
紀

を
超

え
る
内
外
研
究

の
、
結
論

的
成
果

を
な
す
と
も
い
い
得
る
も
の
で
あ
る
。
本
序
説

五
〇

頁

の
註

五
に
は
内
外

の
研
究
文
献
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
。我

国
で

は
昭
和
八
年

に
長
井
博
士
が
善
見
律

を
国

訳

(
国
訳

一
切
経
律
部
十
八
)

さ
れ
、
亦
、

こ
れ
よ

り
先

き
に
根
本

仏
典

の
研
究

(
大
正
十

一
年
刊
)

を

出
さ
れ
て
善
見
律

に
関
す
る
研
究
を
明
に
さ
れ
、
更

に
高
楠
博

士
と
巴
利
原
文

の
出
版

を
企

て
ら

れ
て
、

P
T
S
協
会

か
ら
第

一
巻
を

一
九
二
四
年

に
出
版

さ

れ
た
。

其
後

は
、

一
九
四
七
年

に
水
野
弘
元
博
士
が

長
井
博
士

の
名
に
よ

つ
て
第

二
巻

が

一
九
六
九
年
、

第
三
巻
が

一
九
六
八
年
、
第

四
巻

か

一
九
六
七
年
、

第
五
巻
が

一
九
六
六
年
、
第

六
巻

が

一
九
四
七
年
、

第
七
巻

が

一
九
四
七
年
に
出
版

さ
れ

て
完
結
し
た
。

ま
た
こ

の
第

五
巻

以
后
が
水
野
博
士

の
名
が
併
記

さ

れ
て
い
る
。

こ

の
七
巻
本

が
本
英
訳

の
用
い
た
P
T

S
本

で
、
漢
訳

は
そ
の
半
分
弱

の
抄
訳
で
あ
る
。

二

漢
訳
者
僧
伽
蹟
陀
羅

に
つ
い
て
は
序
説

の
初

め
に

も
論

ぜ
ら
れ
る

が
、
特

に

「
S
a
n
g
a
h
b
h
a
d
r
a
,
 
T
h
e

A
u
t
h
o
r
」

の

一
項
 
(
序
59
-

62
)
 を
設
け

て
論
じ

て

居

る
。
昭

和
八
年

の
長
井
博

士
国
訳

で
は
、

そ

の
解

題

の
中

で

「
本

書

の
原
本

は
巴
利
語
で
あ

つ
た
か
、

梵
語

で
あ

つ
た

か
…
…
今
尚

お
疑

つ
て
い
る
L

と
し

て
、

そ
の
理
由
に
、
漢
訳

が
頭
陀
を
十

二
と
す
る

こ

と
、
尼
詞
耶
を
阿
含
と
訳
す
る
こ
と
を
上
げ
ら
れ
る
。

パ
パ
ツ
ト
教
授
は
、

こ
れ
は
漢
訳
者

が
法
蔵
部

の
四

分
律
及

び
梵
語
系
漢
訳
律
蔵

に
引
か
れ
た
為

め
で
あ

る

と
し
て
、
I
n
f
l
u
e
m
c
e
 
o
f
 
D
h
a
r
m
a
g
u
p
t
a
 
s
c
-

h
o
o
l
 
(序

50
-

53
)
と
、

こ
れ
に
基

づ
く
I
n
t
e
r
p
o
-

l
a
t
i
o
n
s
 

(
序

五
三
-

五
四
)
を
平
川
教
授

の
意
見
に

基
づ
く

こ
と
を
註
し
て
述

べ
て
い
る
。

な
ほ
長
井
博
士
の
国
訳

(
九
五
頁
)

に
は

「
巴
利

本

と
の
対
照
に
よ
り
重
大
な
誤
り

を

発

見

す
」

(
註

六
二
)

と
し
て
、
漢
訳
巻
五

の
中
、

大
正
二
四
巻

七

〇
六
頁
中
第
十
六
行

目

「
善

哉

因

欲
」

よ

り
終

行

「
是
故
為
勝
」

ま
で
の
十
三
行
余
を
同
頁
下
段

の
二

十
四
行

目

「
何

以
仏
嘆
言
」

の
次
に
挿
入
し
、

中
段

終
行

か
ら
下
段

一
行

に
か
か
る

「
問

日
知
」

の
三
字

を
削
除

す
る
と
さ
れ
る
が
、
本
英
訳

は

こ
の
こ
と
な

く
漢
訳

の
ま

」
訳

さ
れ

て
い
て
、
別
註
記

も
な
い
。

上
記

の
、
漢
訳
者
僧

伽
蹟
陀
羅

の
 
I
n
f
l
u
e
n
c
e
 
o
f

D
h
a
r
m
n
g
u
p
t
a
 
s
c
h
o
o
l
 

に
は
十

二
項
目

が
上

げ

ら

れ
て
あ
る
。
(
1
)ニ
カ
ー
ヤ
を
五
部

と
せ
ず

に
阿
含

と
訳
す
る
。
(
2
)
巴
利

・
僧
舐

・
優
波
離
問
等

は
九
十

波
逸
提
で
あ
る
が
四
分

・
十
諦

そ
の
他

と
等

し
く
九

十
と
数
え
る
。
(
3
)
波
逸
第

八
十

五
-
九

一
は
巴
利

と

異

つ
て
四
分
に
近
く
85
87
88
86
89
90
91
 
(
数

は
巴
利

律
)
 の
順

に
な

つ
て
い
る

(
英
訳
4
8
5
-
4
8
1
、

漢
訳
大

正
二
四

・
七
八
七
下
ー

七
八
八
上
)
、
僧
残
法

(
4
8
5

ー

4
8
6
七
八
七
下
-

七
八
八
上
)

も
巴
利
と
異
り

四
分
と

同
じ
く

13
12
の
順
と
な

つ
て
い
る
。
(
4
)
衆
学
法
も
巴

利

に
な
い
仏
塔

に
関
す
る
二
十
四
戒
を
四
分

か
ら
導

入
し
て
い
る

(
4
8
1
-
4
8
2

七
八
七

上
下
)
。
四

分

の
衆

学
第

六
〇
1

八
五

(
大
正
二
二

・
七

一
一
上
-

七

一

二
中
)

の
中

の
六
四
と
六
九
を
除

い
た
も

の
で
、
漢

訳
者

は

「
梵
本
無
有
所

以
無
仏
在
世
未
有
塔
」

と
い

つ
て
居
る
。
(
5
)
僧
残
法
故
出
精

戒
に
、

巴
利
文

(
P

T
S
三

・
一
一
二
)

は
十
種

精

液

と

す

る

の
に
…漢

訳

は
七
種
 
(
3
5
6

七
五
九
下
)
 と
す
る
。

こ
れ
は
四
分

(
大
正

二
二

・
五
七
九

下
)

に
同

じ

で

あ

つ
て
、

五
分

(
大
正
二
二

・
一
〇
)
 

僧
舐
 
(
大
正
二
二

・

二
三
六
中
)

が
十
種
、

十
諦

は
五
種

(
大
正
二
三

・

一
四
中
)

と
す
る
の
に
も
異

る
。
(
6
)
漢

訳
波
逸
提
第

十
四

の
解

釈
で
八
難
因
縁

(
価

七
八

一
中
)

を
説

く

が
、

こ
れ
は
四
分

(
大
正

二
二

・
八
二
三
上
)

に
あ

る
も

の
で
、

巴
利

に
な

い
も
の
で
あ

る
。
(
4
)
受
具

を

拒
否
さ
れ
る
十

三
難

を
記
す

が

(
5
1
0
七

九

三

上
)
、

こ
れ
も
四
分

(
大
正

二
二

・
八
二
三
上
)

に
よ
る
も

の
で
、

巴
利

は
異

る

(
十
三
難
等

の
各
律

の
同
異

に

つ
い
て
は
、
平
川
彰

「
原
始
仏
教

の
研
究
」

四
九
五

頁
以
下
参
照
)
。
(
8
)
巴
利
律
蔵
腱
度
部

の
第

一
M
a
-

h
a
k
k
h
a
n
d
h
a
k
a
 

(
P
T
S
五

・
一
〇

三
四
)

は
四

パ
パ
ト

・
平
川
共
訳

英
訳
善
見
律
毘
婆
沙
 
(
佐

藤
)
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パ
パ
ト

・
平
川
共
訳

英
訳
善
見
律

毘
婆
沙

(
佐

藤
)

分
律

の
呼
称
(大
正

二
ニ
ー
七
七
九
上
)
に
従

い
受
戒

、
腱
度

(
七
九
二
下
)

と
訳
し

て
い
る
。
(
9
)
守
籠
那
比

丘
因
縁

(
5
1
8

七
九

三
下
)
で

は
七
象
軍

(
s
a
t
t
a
 
h
a
-

t
t
h
i
k
a
m
 
a
n
i
k
a
m
,
 
,
 
P
T
S
.
 
V
.
 
1
0
8
3
)
 

と
あ
る
を

ば
、

四
分
 
(
大
正
二
二

・
八
四
五
上
)
 に
よ

つ
て
五

象
王

(
塊
七
九
三
下
)
と
し

て
解
読
す
る
。
(
1
0
)

阿
羅

梨
革
展

(
同
上
)
も
四
分

(
同

上
)
に
従

つ
て
、
以
象

毛
革
雇
辺

(
5
1
8

七
九

三
下
)

と
解
読

さ
れ
る
。
(
1
1
)

薬

の
名
に

っ
い
て
も

(
5
2
5

七
九

五
上
-
中
)

四
分

(
大

正
二
二

・
八
六
六
下
-

八
六
七
中
)
 に
従

つ
て
訳
名

を
与

え

て
い
る
。
(
1
2
)

訳
語

を
梵

語

に
近

づ

け

て

い

る
。
僧

残
は
巴
利
律

で
は
 
s
a
m
g
h
a
d
l
i
s
e
s
a
 

で
あ

る
が
、

こ
れ
を
梵

語
の
 
s
a
m
g
h
a
v
a
s
e
s
a
 

に
解

し

て
、
「
僧
伽
者
僧

也
、
婆
者
初
也
、

 
沙
残
也
」
(
3
5
8

七
六
〇
上
-
中
)

と
す
る
。
英
訳
者

は
僧
伽
婆

沙

の
音
訳

は
十
諦

(
大
正

二
三

・

一
四
中
)

が
初
訳

で

あ
る
と

し
て
各
律

の
音
訳
を

列

挙

吟

味

し

て

い

る

(
僧
残

の
原
語

の
吟
味
に
は
平
川
彰

「
原
始
仏
教

の

研
究
」

二
五
四
頁
以
下
参
照
)
。

英
訳
者
僧
伽
蹟
陀
羅
に

つ

い
て

(序

59
-

62
)
、

法
蔵
部

の
人
で
あ

つ
て
分
別

上
座
部

の
人
で
な

か
つ

た

と
す

る
。
上
座
的
厳
格

さ
に
欠

け
て
い
て
、

例
え

ば
、

比
丘

の
金
銀

の
取
受
に

つ
い
て
寛
容

(瑚

七
六

二
中
下
、
4
3
0
七
七
六
下
)

で
あ

る
し
、
比

丘
尼

戒

の

波
逸
提

第
七
の
解
釈

(
税
七
八
八
上
)

で
も
、

比
丘

尼
が
房

舎
を
造
る
為

め
に
穀
麦

を
乞

う
を
認

め
、

ま

た
、
受
具

の
難
を
十
三
難

と
す

る
し
、

そ
の
中

の
父

母
聴
に
関
し
て
は
、

受
者

が

「
若
不
度
我
者
、

我
当

梵
焼
寺
舎
」

と
い
つ
て
恐
迫
す

る
時
や
、

受
者

が
父

母

の
国

以
外

の
余
国
で
受
具

を
求

め
る
場
合

は
、

父

母

の
ゆ
る
し
無
く
と
も
度
す

る

(
5
1
0
七
九
二
上
)

と

す
る
こ
と
を
上
げ
る
。
然

し
こ
れ
は
必
ず
し
も
四
分

律
的

で
あ
る
こ
と
で
な
く
、

上
座
的
厳
密

さ
を
欠
く

漢
訳
者

の
解
釈
で
あ
る
。

三

英
訳
者

は
ま
た
、
僧
伽
蹟
陀
羅

の
漢
訳

が
巴
利
原

文

と
異

る
点

に

つ

い
て

(
序

四

五
頁
V
a
r
i
a
t
i
o
n

f
r
o
m
 
t
h
e
 
P
a
l
i
 
T
e
x
t
)
 

次

の
こ
と
を
指
摘
す

る
。

(1
)暦
日

の
問
題
を
上
げ
る
が

こ
れ
た
後

に
述

べ
る
。

(2
)雨
期

を
夏
と
訳
す

る
こ
と
を
注
意
す

る
。
(
3
)
巴
利

文

に
y
a
t
h
a
 
s
a
t
t
a
m
a
 
k
u
l
a
-
p
a
r
i
v
a
t
t
h
a
 

を
七

世

に
わ
た
る
家
系

と

せ
ず

六

親

脊

属
 
(
4
6
4

七

八

三

上
)
 と
す
る
。
(
4
)
印
度

の

一
般
的
習
礼
を
知

ら
ず
、

長
叉
手

・
胡
跳

(
4
1
4

七
七
二
上

・
4
1
5
七
七
二
下
)
、
長

跳
叉
手

・
叉
手

(
4
1
0

七
七
二
上

・
5
5
2
七
九
八
八

・
5
5
2

八
○
○
下
)

と
し
、
相
手
を
敬
礼
す
る
躇
居
を

「
以

手
捧
仏
足
以
頭

摩

而

作
礼
」

(
5
5
6
-
5
5
6

七
九

一
下
)

と
解
説

し
、
其
他
幾

種
か
列
挙

す
る
。

叉
手
等
は
中

国
的

で
イ

ン
ド
的
礼
法
で
は
な

い
の
で
あ
ろ
う

か
。

筆
者
に
は
不
明

で
あ

る
。
(
5
)
中
国
風

な
遠
曲
さ
で

キ

ッ
ス
を
ば

「
捉
女
髪
低
頭

行

臭
」
(
3
6
5
七
六

一
下
)

と
訳
す
る
。
(
6
)
和
尚

に
つ
い
て
は

「
和

上
者
漢
言
知

罪
知
無
罪
」
(
5
1
3

七
九

二
下
)

と
解

説

し
、
摩

那
唾

と
阿
浮
呵
那

(
出
罪
)

に
つ

い
て

は
、
「
行

摩

那
唾

者
漢
言
折
伏
貢
高
」
「
阿
浮
呵
那
者
漢
言

喚

入
亦

言

抜

罪
」
(
5
1
3
七
七
〇
下
)

と
解
説
す

る
。
(
7
)
巴
利

律

蔵
を
梵
本

(
4
8
7

七
八
七
中
)
 と
す
る
等

の
諸
点
を
上

げ
て

い
る
。

ま
た
巴
利
文

の
数

字
を
漢
訳

が
改
変
も
し
く
は
誤

つ
た
も
の
と
し
て
、
(
1
)
六
斉

日
を
記
す

が

(
4
5
9

七
二

八
)
、
こ
れ

は
化
地
部

(
五

分

・
大

正

二
二

・
一
〇

六
下
)
 の
説

で
あ
る
。
(
2
)
巴
利
文

で
通

常
R
a
h
l
a
-

m
a
t
a
 
で
あ
る
所

を
耶
輸
陀

羅
 
(
5
7
0

七
九

一
中
)

と

訳
す

る
。
(
3
)
巴
梵

の
名
詞
は
音
訳
に

つ
と
め
て
い
る

(
序

四
七
-

五
八
)
。
(
4
)
頭

陀

は
十

二

(雄

七

一
五

中
)
 と
す
る
。
(
5
)
業
処
 
(
k
a
m
m
a
t
h
a
n
a
)
 

に

つ
い

て
、
巴
利

の
三
十
二
に
対
し

て
三
十
と
な

つ
て
い
る

(
序

四
七
)

と
英
訳

者
は
述

べ
て
い
る
が
、

こ
れ
は

漢
訳

に
も

「
以
三
十
二
禅

定
教
其
思
惟
」
(
六
七
九
)

と
あ
る
か
ら
、
英
訳
者

の
読
み
誤
り

か
と
考

へ
ら
れ

る
。
(
6
)
律

の
腱
度

は
巴
利

は

二
十
二
で
あ
る
が
、
漢

訳

は
二
十
三
寮
陀

(
10
六
七

五
。

こ
れ
は
、

四
分

が

自
恣
健
度

を
上
下
と
す
る
を

二
健
度
と
教

へ
た
も
の

か
)
と
し
て

い
る
。
腱
度

の
配
列
順

序
も
巴
利

に
異
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つ
て
四
分
に
順
じ

て
い
る
。
(
7
)
五
部
尼
詞
耶

の
各
部

の
経
数

を
上
げ
る
が
、

こ
れ
も
巴
利

と
異

つ
て
い
る

(
10
-

11
六
七
六
上
)
。
(
8
)
漢
訳

は
巴
利

と
異

つ

て

八
万
法
蔵

(
9
六
七
五
中
)

と
あ
る
場
合

と
巴
利

と

等
し
く

八
万
四
千
法
聚

(
30
六
八

一
中
)

と
あ
る
場

合
と
が
あ
る
。
働

儀

法

に

つ

い

て
、
十

四

(
南

伝

四

・
三

一
八
ー

三
四

一
参
照
)

と
あ
る

べ
き

を
四
と

す
る

(
鋤
七
四
七
)
。
(
1
0
)

巴
利
で
比
丘

衆

を

六

八
○

○
○

と
す
る
所
を
漢

訳

は

僅

か

に

一
〇
〇
〇

と

す

る

(
P
T
S

一
・

一
〇

二
、
76
六

九

四

上
)
。
(
1
1
)

漢

訳
に

「
二
上
阿
羅
漢
知
十
千
劫
」

(
3
3
1
七
〇

三

中
)

と
あ
る
は
、
巴
利

(
P
T
S

一
・
一
六

一
)
で
は
十

万
劫

で
あ
る
。
(
1
2
)

三
百
由
旬

を
百
由
旬
、

百
由
旬
以

上

(
P
T
S
三

・
六
三
六
)

を
十
由
旬

(
5
4
3
七
七
七

上
)

と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
(
1
3
)

律
制

の
房

の
広

さ

に
つ
い

て
さ
え
巴
利

に
6
0×
3
 
o
r
 
4

礫
手

と
あ
る
を

ば
漢
訳

は

「
若
房
長

六
礫
手
広
四
礫
手

(
初

七
六
四

下
)

と
す
る
等
其

の
他

の
こ

と

が
列

挙

さ

れ

て
い

る
。

四

本
英
訳
は
巻
末
に
付
録

と
し
て
中
国
暦
と

サ
ヵ
暦

と
ビ
ク
ラ
マ
暦

と

の
月
と
季
節

の
対

照
表
を
作

つ
て

い
る
。

こ
れ
は
漢
訳

が
イ

ン
ド
の
暦

日
を
混
乱
し
て

訳
し
て
い
る
と
見

ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
表
に

よ
る
と
中
国

の
正
月

は
サ
カ
暦

の
十

二

月

に
合

致

し
、
ビ

ク
ラ
マ
暦

に
よ
る

と
十

二

・
一
六
-

一
・

一

五
日
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
漢
訳
善
見
律
は
仏
陀

の
入

浬
繋
を
二
月
十
五
日

と
す
る

(
2
六
七
三
中
)

が
、

こ
れ
は
サ
カ
暦
に
よ
る
も

の
で
中
国
の
三
月
十
五
日

に
な
る
。
然

し
摩

晒
陀

の
セ
イ

ロ
ン
来
島

を
三
月
十

五
日

(
六
八
八
上
)

と
す
る
が
、

こ
れ
は
サ
カ
暦
第

五
月
ウ

ヱ
サ
ー
カ
を
中
国
に
換
算
し
て
三
月

と
し
た

も

の
で
あ

る
。

ま
た
五
月
十
六
日
に
前
安
居
が
始

ま

る

(
七
九

三
中
)

と
す
る
が
、

こ
れ
も
中
国
に
換
算

し
た
も
の
で
サ
カ
暦

の
四
月
十
六
日
、

ビ
ク
ラ
マ
暦

五
月

一
日
で
あ
る
。
前
安
居
後

の
衣
時

一
ヶ
月

の
カ

テ
ヵ
月

(
k
a
t
t
i
k
a

八
月
)

は
通
常

は
八
月

と

訳

さ

れ
る
。
漢
訳

は
八
月
十

五
日
自
恣

(
71
六
九
二
下
)

と
訳

し
て
い
る
が
、
英

訳

者

は
註

し

て

(
71
註

十

五
)
、
此
日

を
サ
カ
七
月

(
A
s
s
a
y
u
j
a
)

満
月

の
日

と
し
て
い
る
。

こ
の
七
月

を
特

に
前

カ
テ
ヵ
月
と
い

い

(
南
伝

一
巻
四

五

一
頁
註

四
参

照
)
、
衣

時

の

比

丘
を
ね
ろ
う
賊
を

ヵ
テ
ヵ
賊

と
い
う

と
も
さ
れ
る
。

い
つ
れ
に
し

て
も
前
安
居
以
後

の
衣
時
は
サ
カ
暦

で

七

・
一
六
-

八

・

一
五
日

で
あ
つ
て
、
そ
れ
を
半

月

を
く
れ
て
月
名
を
立

て
る
ビ

ク
ラ

マ
暦

で

い

へ
ば

八

・
一
i

三
〇
日

に
な
り
、

八
月

と
訳

し
得

る
こ
と

に
な
る
。

以
上
に

よ
つ
て
明

ら
か
な
よ
う
に
漢
訳

の

月
日
は
混

乱
不
統

一
で
あ

る
。
英
訳
者
は
こ
の
外

に

も
数
多
く

の
漢
訳
善
見
律

に
現
れ
た
日
付
を
列
挙
し

て
そ

の
混
乱
を
明
ら
に

し
て
い
る
(序

四
六
ー

四
七
)

が
、
こ
の
こ
と
は
他

の
経
律

で
も
同
様

と
い
え
る
。
こ

れ
等

の
原
因

は
全
く
英
訳
者

の
言
う
如
く

イ
ン
ド
の

暦
法
理
解

の
不
足
に
基
づ
く

と
い
え
る
0
英
訳
に
よ

る
と
こ
れ

は
、

サ
カ
暦

と
ビ
ク
ラ
マ
暦
の
相
違

の
混

乱

に
も
よ
る

と
し
て
い
る
。

サ
ヵ
暦
が
最
も
広
く
行

わ
れ
、

ビ
ク
ラ
マ
暦

は
ベ

ン
ガ
ル
を
除
い
た

ナ
ー

マ

ダ
河
以
北

の
地
で
行

わ
れ
て
い
る
も

の
で
あ

つ
て
、

英

訳

者

の
作

つ
た

比

較

表

に

よ
る

と
中
国

暦

(
陰

暦
)

で

は

四

・

一
六
ー

七

・

一
五

日

が
夏
、

七

・

一
六
-

一
〇

・

一
五

日

が

秋
、

一
〇

・
一
六
-

一

・

一
五

日

が
、

冬
、

一

・

一
六
ー

四

・

一
五

日

が
春

で
あ

る
。

中

国

で

イ

ン
ド

の
夏

と

さ

れ

る
安

居

は
、

中

国

暦

の

五

・

一
六
-

八

・

一
五

日

(
前
)
、

六

・

一
六
i

九

・

一
五

日

(
后
)

と
な

る
。

中

国

の
正

月

は

サ

カ
十

二

月
、

ビ

ク

ラ

マ

一
二

・

一
六
i

一
・

一
五

日
、

中

国

の
三

月

は

サ

カ

ニ
月
、

ビ

ク

ラ

マ
ニ

・

一
六
-

三

・

一
五

日
、

中

国

の
五

月

は

サ

カ

四

月
、

ビ

ク

ラ

マ

四

・

一
六
ー

五

・

一
五

日
、

中

国

の
八
月

は

サ

カ
七

月
、

ビ

ク

ラ

マ
七

・

一
六
-

八

・

一
五

日
、

中

国

十

二
月

は

サ

カ
十

一
月
、

ビ

ク

ラ

マ

一

一

・

一
六
-

一

二

・

一
五

日

と
な

り
、

前

安

居

は
、

サ

カ
四

・

一
六

-

七

・

一
五

日
、

ビ

ク

ラ

マ

五

・

一
-

七

・
三

〇

日

と
な

り
、

後

安

居

は

三
十

日

を

く

れ

る

こ

と

に

な

パ
パ
ト

・
平
川
共
訳

英
訳
善
見
律
毘
婆
沙

(
佐

藤
)
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パ
パ
ト

・
平
川
共
訳

英
訳
善
見
律
毘
婆
沙

(
佐

藤
)

る
。

勿
論

一
ヶ
月
を
白
月

(
b
r
i
g
h
t
)
 

と
黒
月

(
d
a
-

r
k
)
 
と
に
分
け
る

の
で
あ
る
が
、

ビ

ク
ラ
マ
と
サ
カ

と
の
相
違
は
サ
カ
は
前
半

を
白
月
、

后
半
を
黒
月

と

し

て

一
ヶ
月
と
す

る
が
、

ビ
ラ

マ
は
黒
月
を
前
半
、

白

月
を
後
半

と
し
て

一
ヶ
月

と
す
る
の
で
、

月
名

を

冠

す
る
に
十

五
日

の
ず

れ
を
生
ず
る

の
で
あ
る
。

東
西

の
梵
巴

の
辞
典

は
、

サ
ヵ
暦
を
太
陽
暦

に
換

算

し
て
、
例
え
ば

一
月

(
c
a
i
t
r
a
 
)

を
三
-

四
月
、
二

月

(
v
a
i
s
a
k
h
a
)

を

四
-

五
月

と
す
る
。
辞
典

に
よ

つ
て
は

一
月

(
c
a
i
t
r
a
)

を

ば

三

・
一
六
-

四

・

一

五

と
す
る
も

の
も
あ

る
。
英

訳
に
よ
る
と
こ
れ
ば
甚

だ
不
正
確
で
あ
る
。

近
時
日
本
で
行

わ
れ
る
ウ

エ
サ

ー

カ
仏
陀
祭
は
南

伝
仏
教

の
習
慣

に
従

つ
て
、
太
陽

暦

五
月
中

の
満
月

の
日
に
行

う
が
、

ウ
イ
サ
ー
カ
ー

の
満

月
は
サ
カ
ニ
月
十
五
日

(
ビ
ク
ラ

マ
ニ

・
三
〇

日
)

で
あ
る
。
従

つ
て
ウ

エ
サ
ー
カ
仏
陀
祭

は
正
確

に
は
中
国

の
陰
暦

三
月
十
五

日
に
行
う

べ
き
か
と
考

え
ら
れ
る
0
昭
和

四
十

六
年

の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る

と
旧
暦
三
月
十
五
年

は
四
月
十

日
で
あ

つ
て
日
本

の

花
祭
り

に
近

い
。

漢
訳

の
異
解
と
も

い
う
べ
き
も

の
に

つ
い
て

(
序

四
八
)

も
種

々
指

摘

さ
れ
て

い

る
。
s
a
t
t
h
a
m
 
s
a
-

b
y
a
n
j
a
n
a
m
 

に

つ
い
て
漢
訳

は

「
有
義
是
名
義
善
」

(
96
六
九
八
下
)

と
訳
し
て
い
る

(
96
註
59
参
照
)
。

ま
た
法
句
経

の
第

一
五
三
句
第

一
五
四
句

引
用

の
場

所

(
9
六
七
五
)

で
は
不
得

(
a
n
i
b
b
i
s
m
)
 

の
意

味

を
無
厭

足

(
a
n
i
b
b
i
d
a
m
)
 

に
読
ん
で
居

り

(
P

T
S

一
・
一
七
)
、
ま
た
巴
利
文

に
 
y
a
t
h
 
s
u
k
h
a
-

m
 
t
a
t
h
a
 
n
a
 
n
i
y
a
m
t
t
o
 
p
i
t
t
i
.
 

(
P
T
S

一
・

一

四
五
)

と
あ
る
を

「
若
有
喜
則
有

楽
則

有

喜
」
(
1
0
5

七
〇
〇

下
)

と
訳
し
、
s
a
m
p
a
s
a
d
a
 

(
浄
信
)

を
清

と
し

(
1
0
6
七
〇

一
上
)
、
迦
蘭
陀
村

の
迦

蘭

陀

を
漢

訳

は
鼠

と
解

説

(
粥

七

一
一
上
)

す
る
が
英
訳
者

は

他

の
経
典

の
解
説

か
ら
鳥
で
あ

る
と
す
る

(序

48
)
。

ま
た
、
第

四
波
逸
提

で
、
比
丘

が
未
受
具

人
と
同
諦

す
べ
か
ら
ざ
る
法
を
ば
、
漢
訳

は

「
仏
浬
繋
後
迦
葉

上
座

五
百
羅
漢
所
集

三
蔵
」

と
第

一
結
集

の
法

と
す

る
も

(
4
4
7
七
七
九
中
)
、
巴
利
文

は
第

一
第

二
第

三

の
結
集

の
法

で
あ
る
と
す
る
。

又
、

序

(
48
-

49
)

に
は
巴
利
文
と
異

る
漢
訳

の

理
解
に

つ
い
て
、
(
1
)
巴
利

(
P

T
S
三

・
五
七
九
)

の
慈
比
丘

と
地

比
丘

の
二
人
を

ば
漢
訳

が

一
人

の
慈

地
比
丘

と
す

る
。

こ
れ
は
長
井
博
士

(
国
訳

二
七
六

頁
註
)

以
来
知

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同

じ
く
英

訳
は
巴
利

が
慈
比
丘
尼

と
す
る
も

の
を
漢
訳

は
慈
地

比
丘
尼

と
す

る
の
も
指
摘

し
て
い
る
。
巴
利

で

p
a
-

n
d
a
 と
L
o
h
i
t
a
 
の
二
比
丘

で
あ

る
の
を
漢
訳

(
4
0
2

七
七
〇
上
)

は
黄
赤
比

丘
の

一
人
と
す
る
こ
と
、
巴

利

(
P
T
S

三

・
六

一
四
)
で

は
六
群
比
丘

を
馬
師

と
満
宿
、

慈

と
地
、

黄

と
赤

の
三
対

六
比
丘

と
す
る

が
、

マ

ハ
ー
ビ

ユ
ッ
ト
パ
テ
イ
等

の
難
陀

・
践
難
陀
・

満
宿

・
閲
陀

・
馬
師

・
優
陀
夷

と
数
え
る
も

の
と
異

る

と
す
る
。

ま
た
覚
音

の
清
浄
道
論
を
浄
道

道

・
静

道

経

・
浄
道
毘
婆
沙

(
踊
-
姻
七
〇

一
a
-
7
0
3
c
)

等

に
訳
す

る
と
す

る
。

ま
た
、

漢
訳

が
巴
利
を
誤
解

し
て
い
る
も

の
と

し

て
左

の
も

の
が
上
げ
ら
れ
る
。
s
a
t
t
a
 

を

七
煩
悩

と
せ
ず
、
s
a
t
t
a
 

を
 
s
a
t
v
a
 

に
解

し
て

「
衆

生
煩
悩
」
(
93
六
九

八
頁
)

と

し

た
。
n
a
v
a
-

p
a
t
u
b
h
a
v
a
-
d
i
t
t
h
i
 

の
n
v
a
 を
九

と
読
ん

で

「
生

常
見
九
衆
生
居
」
(
1
1
9

七
〇
三
下
)

と
し
た
。

ま
た
、

こ
れ
と
は
逆

に
九
種

と
読
む
べ
き
n
a
v
a
k
a
 

を
新

と

な

し

(
5
3
8

七
九

七
下

二
行

目
)
、
言

説

の
v
o
h
a
r
a

を
食

(
5
4
0
七
九

八
上
)

と
訳
し
て
い
る
。

ま
た
織
師

と
読

む
べ
き
 
p
e
s
a
k
a
r
a
 

を
使
 
(
1
8
6

七

一
六
下
)

と

し
、
m
a
k
a
t
a
 を

ク
モ
と
読
ま

ず

禰

猴
 
(
3
1
0

七
四

八
下
)

と
な

し
、
a
t
t
h
a
m
s
a
 

(
P
T
S
三
・

六

〇

四
)
 を
八
月
と

せ
ず
半
月

(
3
9
5

七
六
八
下
)
と
す
る
。

更
に
ま
た
、
k
a
v
a
e
 
s
a
s
a
n
n
i
m
h
i
 

の
終
り
を
s
a
m
a
n
a
 
と
誤
り

「
此

身

一
尋

称

為

沙

門
」

(
86
六
九

六
中
)

と
し
て
無
意
味
な
も

の
と
し
、

p
a
n
n
a
n
a
 

(
標
識
)

を
p
a
n
a
n
 
と
読

ん

で

知

慧

学

(
梱
七
二
〇
)

と
な

し
、
y
a
t
h
a
r
u
p
a
m
 を

n
a
m
a
 
を

「
者
」
と
訳
す

べ
き
を

「
随
色
名

色
」

(
2
3
9

七
三

二
下
)

と
し
、
p
a
t
i
s
s
a
v
a
 

は
 
a
g
r
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で
あ
る
べ
き
を
聞

〔突
吉
羅
〕
(
3
4
2
七

三

三

中
)

と

し
、
寿
千

二
百
歳

(
v
i
s
a
t
i
v
a
s
s
a
y
u
k
o
)
 

を
二
千
歳

(
3
1
8
七
五
〇
下
)
、
c
i
v
a
r
a
v
a
m
s
a
 

が
両
端

つ
る
し

た
衣

を
か
け

る
竹

で
あ
る
を
衣
架

(
c
l
o
t
h
 
s
t
a
n
s
d
)

(
第
七

三
五
上
)
、
p
a
n
n
a
b
h
a
r
a
 

を
降
荷

と

せ
ず

に
巳
至
重
法
処

(
20
六
七
八
上
)

と
す
る
等
、

其
他

を
誤
訳
と
し

て
列
挙
し
て
い
る

(
以
上
序
49
)
。

こ
れ
は
平
川
教
授

の
説

に
基
づ
く
と
註
さ
れ
て
い

る
が

(
序
53
註
)
、
漢

訳
に
法
師
日
と
し

て
著

者

覚

音

に
帰

し
、
教

師

(
a
c
a
r
i
y
a
)
 

の
言
葉

と

さ

れ
る

中

に
、
例

え
ば

「
法
師

日
我
未
解
此
義
」

の
如
き
が

あ

る

(
1
2
9

七
〇

六
中
)

こ
の
よ
う
な
句

は
聴
講
生
が

教
師

か
ら
善
見
律

を
受
講
中
に
、
教
師

の
語
と
し
て

テ
キ
ス
ト

の
欄
外

に
書
込
ん
だ
も
の
と
見
る

べ
く
、

同
様

に
法
師
が
第

一
波
羅
夷

の
男
女

の
婬
相
を
説

く

際

に

「
若
法
師

為
人
講
、

聴
者
読
者
以
扇
遮
面
、
慎

勿
露
歯
笑
、

若

有

笑

駆

出
」

(
踊
七
二

一
下
-

七
二

二
上
)

と
す

る
は
、
勿
論
巴
利
文
に
な
い
も
の
で
、

本
書

の
講
義

の
際

の
講
師

で
あ
る
法

師

の
注
意

を
書

添
え
た
も

の
が
、

所
伝

の
間
に

テ
キ

ス
ト
に
挿
入

さ

れ
た
と
す
る
。

ま
た
中
国
南
部

や
周
辺

に
な

い
樹
木

や
薬

品
等

の
名
称

の
、
漢
訳
者
や
伝
承
中

に
改
変
さ

れ
た
も
の
も
数

多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
序
53
-

54
)

又
訳
者

が
波
陀
利

弗
を
海
岸

と
し

(
67
六
九

一
中
)
、

「
羅
閲
城
王
舎

城
摩

端
陀
国

此

三

義

一
名

異
」

(脳

七
九

二
下
)

と
い
う
記
事
も
あ
る
と
す
る
。

以
上

は
英
訳

の
指
摘
す

る

一
部
を
摘
記

し
た

の
で

あ
る
が
、
訳
者

の
見
解

で
は
、
中
国
で
五
世
紀

の
始

め
、
最
初
に
十
諦
律

が
、

つ
冥
い
て
四
分
律

が
訳

さ

れ
、
慧
光

(
四
六
八
-

五
八
七
)

に
よ

つ
て
四
分
律

が
拡
め
ら
れ
た
。

四
八
九
年
に
訳
了
さ
れ
た
善
見
律

は
其
等

の
影
響
は
免

れ
ず
、

巴
利
文

を
原
文

と
し
た

の
に
も

か
Σ
わ
ら
ず
、
当
時

の
律
学

に
適
合

さ
せ
ん

と
し
た

こ
と
が
あ
り
、
訳
出
さ
れ

た

も

の

は
、
(
或

は
四
分
律

の
註
と
し
て
)
、
四
分
律
宗

の
人

々

に
用

い
ら
れ
、

比
較

さ
れ
、
講
者
は
四
分
律

に
近

づ
け
て

解
釈

し
た
も
の
が
、
此

の
テ
キ
ト
に
挿
入

さ
れ
て
変

化

さ
せ
た
と
見

ら
れ
る

と
す
る
。

以
上
、
本
書

の
序
説
を
自
己
流

に
読

み
紹
介

し
た

が
、
既

に
記

し
た
よ
う
に

本

書

は
現

行

の
s
a
m
a
-

n
t
a
p
a
s
a
d
i
k
a
 

の
P
T
S
本
外
二
本
、

漢
訳

も
中
国

本

と
大
正
蔵
経
本
を
用

い
て
、
漢
訳
文

を
英

訳
し
た

も

の
で
あ
る
。
上

に

一
部
を
紹
介

し
た
よ
う
な
諸
点

を
明
ら
に
し
つ

」
訳
業

は
進
め
ら
れ
て
い
る
。

出
来

た
英

訳
文

は
上
記
諸
本

の
い
つ
れ
に

つ
い
て
も
漢

巴

双
方
相
当
箇
所

が
見
出
せ
る

よ

う

に

な

さ

れ

て

い

る
0
僅
少

の
誤
植
は
あ
る
が
、
重
大

な
誤
解

を
生
ぜ

し
め
る
や
う
な

も
の
は
全

く

な

い
0
律

学

者

は
勿

論
、

原
典

と
漢
訳
に

つ
い
て
仏
教
研
究

を
な
す
人
々

は
是
非
備
え

る
べ
き
も

の
と
考

へ
る
。

上
述

の
文
中
例
え
ば

(
1
0
5

七
五
三
上
)
等

と
あ
る

は
本
英
訳
本
文
百
五
頁
、

大

正
二
四
巻

の
七
五
三
頁

上
段

の

こ
と
、
(
序
40
)

と
あ
る
は
I
n
t
r

x
v
の
こ
と
で
あ
る
。

P
T
S

と
あ

る

は

P
T
S

s
a
m
a
n
t
a
p
a
s
a

で
あ

る
。

パ
パ
ト

・
平
州
共
訳

英
訳
善
見
律
毘
婆
沙

(
佐

藤
)
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